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の
資
料
は
目
新
し
い
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
（
北
大
医
学
部
）
は
札
幌
医
学
校
、
函
館

医
学
校
の
消
滅
以
降
、
本
格
的
な
医
育
機
関
で
あ
る
。
著
者
は
北
大
九

期
生
と
し
て
、
創
設
期
の
教
授
の
講
義
を
う
け
て
お
り
、
創
設
期
の
教

授
群
像
を
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。

北
大
附
属
医
学
専
門
部
、
北
海
道
庁
立
女
子
医
学
専
門
学
校
に
つ
い

て
は
戦
時
下
の
医
学
教
育
に
つ
い
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
立
札
幌
医
科
大
学
は
初
め
て
の
新
制
医
科
大
学
と
し
て
発
足
し

た
。
国
内
初
の
心
臓
移
植
、
学
内
で
の
教
育
改
革
を
行
っ
た
が
、
学
園

紛
争
に
も
巻
込
ま
れ
た
。

国
立
旭
川
医
科
大
学
は
道
内
三
番
目
の
医
育
機
関
と
し
て
設
立
さ

れ
、
そ
の
創
設
期
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
る
医
学
部
と
附
属
病
院
の
行
方
、
そ

し
て
新
し
い
臨
床
研
修
制
度
の
導
入
に
よ
る
医
育
機
関
、
医
療
機
関
、

北
海
道
の
よ
う
な
広
大
な
地
域
の
医
療
は
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
で
の
本
書
の
出
版

は
誠
に
当
を
え
た
も
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
著
者
九
三
歳
で
の
大
冊
出

版
、
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
刺
激
的
な
こ
と
で
あ
る
。
（
脇
Ⅲ
保
久
）

〔
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
六
’
二
○
、

電
話
○
二
’
七
三
七
’
一
七
五
五
、
Ｂ
五
判
、
四
七
七
頁
、
四
七
二

五
円
〕

『
ド
イ
ツ
人
に
敬
愛
さ
れ
た
医
師
肥
沼
信
次
」

主
人
公
肥
沼
信
次
に
つ
い
て
今
か
ら
約
十
年
位
前
、
母
校
の
放
射
線

科
の
教
授
に
よ
り
、
「
戦
前
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
先
輩
の
医
師
で
、
ベ

ル
リ
ン
大
学
の
正
式
の
放
射
線
医
学
の
教
授
の
資
格
を
と
り
な
が
ら
、

戦
後
ド
イ
ツ
の
人
々
を
伝
染
病
か
ら
救
う
た
め
に
残
留
し
て
働
き
、
世

を
去
っ
た
人
が
い
る
の
だ
が
、
調
査
し
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

そ
の
人
物
が
「
肥
沼
信
次
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
日
知
っ
た
。
そ
の

当
時
は
余
り
関
心
を
持
た
な
い
で
聞
き
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

今
回
、
館
澤
貢
次
氏
の
「
ド
イ
ツ
人
に
愛
さ
れ
た
医
師
肥
沼
信
次
」

の
書
評
を
書
く
に
当
た
り
、
日
本
医
科
大
学
図
書
館
室
長
の
Ｔ
氏
に
依

頼
し
て
、
肥
沼
に
関
す
る
資
料
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
肥
沼

が
医
学
部
四
年
生
の
時
、
大
学
の
自
治
会
報
に
投
稿
し
た
論
文
「
時
空

の
統
一
理
論
に
関
す
る
注
意
」
昭
和
八
年
七
日
・
学
四
・
肥
沼
信
次
：
…
．
、

と
あ
り
、
「
一
つ
の
物
体
が
、
あ
る
空
間
に
位
置
す
る
時
の
状
態
」
を
ユ

ー
ク
リ
ッ
ド
空
間
と
か
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
空
間
と
か
、
私
の
理
解

出
来
な
い
言
葉
と
方
程
式
を
以
て
記
述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

肥
沼
は
中
学
時
代
か
ら
数
学
が
特
別
に
好
き
な
青
年
で
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
た
が
、
こ
の
新
聞
記
事
で
、
肥
沼
の
姿
を
知
る
貴
重
な
参
考
資

料
を
得
た
感
が
し
た
。

（
今
回
出
版
さ
れ
た
肥
沼
信
次
伝
に
つ
い
て
）

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）
に
出
版
さ
れ
た
館
澤
氏
の
著
者
『
大
戦

館
澤
貢
次
（
文
）
加
古
里
子
（
絵
）
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秘
史
・
リ
ー
ッ
ェ
ン
の
桜
ｌ
敗
戦
の
地
ド
イ
ツ
で
チ
フ
ス
と
闘
い
、
散

っ
た
日
本
人
医
博
・
肥
沼
信
次
」
は
三
二
六
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
た

め
、
多
忙
な
医
師
や
、
若
者
、
そ
し
て
中
学
生
、
高
校
生
に
は
少
し
難

解
な
本
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
新
た
に
、
三
十
二
頁
の
絵
本
様
式
に
纒
め
ら
れ
た
本
が
出

版
さ
れ
た
。
編
纂
形
式
は
前
述
の
伝
記
と
は
全
く
異
な
り
、
加
古
里
子

氏
の
筆
に
よ
り
、
美
し
い
挿
絵
が
全
頁
に
亘
り
画
か
れ
て
お
り
、
当
時

の
様
子
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
楽
し
い
絵
本
と
な
っ
て
い
る
。

筆
者
の
館
澤
氏
は
、
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
現
地
の
人
々
に
会
っ
て
取
材

し
て
い
る
。
又
リ
ー
ッ
ェ
ン
市
の
今
日
現
存
せ
る
建
物
や
顕
彰
額
・
樹

木
に
至
る
迄
、
現
場
で
調
べ
た
報
告
書
を
軸
に
物
語
は
進
行
し
て
い
る

の
で
臨
場
感
が
あ
る
。
更
に
肥
沼
の
育
っ
た
東
京
都
八
王
子
市
の
戦
時

中
の
空
襲
の
様
子
を
併
せ
て
掲
載
し
、
読
者
に
伝
え
て
い
る
。

終
章
に
、
リ
ー
ッ
ェ
ン
市
役
所
に
（
生
前
肥
沼
が
人
々
に
語
っ
た

「
日
本
の
桜
の
美
し
さ
」
を
伝
え
る
た
め
に
）
五
十
本
の
桜
の
苗
木
が
、

肥
沼
の
弟
・
栄
治
氏
よ
り
贈
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
心
に
残
る
場
面
）

数
学
の
好
き
な
肥
沼
は
、
前
述
の
如
く
、
八
王
子
の
医
師
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
父
の
す
塾
め
で
日
本
医
科
大
学
に
進
学
し
、
更
に
卒

業
後
は
開
講
さ
れ
た
初
期
の
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
放
射
線
科
教
室
に

て
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
三
年
後
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
の
奨
学

生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
放
射
線
医
学
研
究
所
に

入
っ
た
。
そ
こ
で
数
々
の
業
績
を
あ
げ
た
肥
沼
は
、
東
洋
人
で
は
初
の

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
教
授
の
資
格
を
取
得
し
た
。
然
し
、
当
時
の
ド
イ
ツ

で
は
第
二
次
大
戦
の
戦
局
は
悪
化
し
、
毎
日
の
様
に
空
襲
が
続
い
た
。

そ
こ
で
日
本
大
使
館
は
、
ド
イ
ツ
に
住
む
四
四
五
人
の
日
本
人
全
員
の

脱
出
を
命
じ
た
。

然
し
肥
沼
は
、
独
り
ベ
ル
リ
ン
の
戦
渦
を
避
け
て
東
北
に
向
い
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
国
境
に
近
い
エ
ー
ベ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
デ
に
向
っ
た
。

そ
こ
に
は
肥
沼
が
恋
す
る
戦
争
未
亡
人
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
姉
の
家

が
あ
り
、
恋
人
が
そ
こ
に
身
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
肥
沼
の
胸

中
に
、
戦
争
が
終
っ
た
ら
再
び
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
て
研
究
し
、
教
壇
に

立
つ
こ
と
を
夢
見
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
・

リ
ー
ッ
ェ
ン
市
街
で
は
多
く
の
ド
イ
ツ
人
難
民
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
よ
り

帰
国
の
途
路
に
あ
っ
て
、
発
疹
チ
フ
ス
等
の
伝
染
病
で
苦
し
ん
で
い
る

姿
が
あ
っ
た
。
当
時
医
師
が
全
て
戦
場
に
出
て
、
リ
ー
ッ
ェ
ン
に
は
伝

染
病
を
救
う
病
院
も
医
師
も
い
な
か
っ
た
。

ソ
連
軍
の
司
令
官
は
、
肥
沼
に
伝
染
病
院
長
を
命
じ
た
。
肥
沼
は
、

専
門
外
の
伝
染
病
と
闘
う
こ
と
に
な
り
、
病
院
の
設
備
も
充
分
で
な
く
、

薬
も
欠
乏
し
周
辺
の
街
や
ベ
ル
リ
ン
に
出
か
け
て
苦
労
し
て
集
め
て
来

た
。
然
し
疲
労
し
た
肥
沼
も
、
ソ
フ
ァ
や
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
む
様
な
状

態
と
な
っ
た
。
肥
沼
は
多
く
の
患
者
を
救
済
し
た
が
、
肥
沼
自
身
も
発

疹
チ
フ
ス
に
感
染
し
、
日
本
の
桜
を
見
る
こ
と
な
く
、
世
を
去
っ
た
。

多
く
の
ド
イ
ツ
人
に
敬
愛
さ
れ
な
が
ら
、
異
国
に
生
き
、
医
学
に
捧

げ
た
一
途
な
生
涯
を
、
こ
の
本
を
通
じ
て
世
の
多
く
の
人
々
に
知
っ
て

ほ
し
い
・

こ
の
時
肥
沼
は
三
十
七
歳
五
ヶ
月
と
い
う
若
さ
で
あ
っ
た
。
（
晦
沢
信
安
）



第50巻第2号（2004）日本医史学雑誌339

〔
瑞
雲
舎
、
東
京
都
港
区
高
輪
一
Ｔ
一
六
’
三
六
’
五
○
五
、
電
話
Ｑ
一

’
五
四
四
九
’
○
六
五
三
、
二
○
○
三
年
二
月
一
○
日
Ａ
四
判
、

三
二
頁
、
一
五
○
○
円
〕

「
吉
益
東
洞
『
古
書
書
言
一
の
研
究
」

わ
が
国
の
漢
方
医
学
の
特
質
は
吉
益
東
洞
氏
の
業
績
を
お
い
て
語
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
明
治
の
末
に
和
田
啓
十
郎
氏
が
「
醤
界
之
鐡
椎
」

を
世
に
問
い
漢
方
医
学
の
復
興
を
企
図
し
た
と
き
に
、
吉
益
氏
の
医
説

を
掲
げ
て
論
陣
を
張
っ
た
。
和
田
氏
に
私
淑
し
た
湯
本
求
眞
氏
が
そ
れ

を
受
け
継
い
で
、
大
塚
敬
節
氏
を
は
じ
め
多
く
の
門
弟
を
輩
出
し
た
と

き
に
、
吉
益
氏
の
医
説
は
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
医
学
思
想
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

他
の
儒
教
文
化
圏
に
残
る
伝
統
医
学
と
異
な
り
、
わ
が
国
の
漢
方
医

学
が
西
洋
医
学
と
両
立
し
う
る
思
想
的
基
盤
を
形
成
し
た
の
が
、
吉
益

東
洞
氏
が
い
ま
よ
り
約
三
世
紀
前
に
と
な
え
た
医
説
に
負
っ
て
い
る
こ

と
は
よ
う
や
く
知
ら
れ
て
き
た
。

本
書
は
吉
益
氏
の
著
書
で
は
話
題
と
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
「
古
書

警
言
』
を
取
り
上
げ
て
、
現
伝
本
と
自
筆
本
と
の
比
較
を
こ
こ
ろ
み
、

さ
ら
に
吉
益
氏
の
有
名
な
萬
病
一
毒
説
や
天
命
説
に
中
国
古
典
か
ら
す

る
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
意
欲
作
で
あ
る
。
吉
益
東
洞
氏
は
そ
の
強
烈

な
個
性
の
故
か
、
「
薬
徴
」
で
も
『
類
聚
方
」
で
も
一
部
を
読
ん
だ
だ
け

で
読
者
を
し
て
分
か
っ
た
気
に
さ
せ
て
し
ま
う
魔
力
を
持
っ
て
い
る
。

怖
野
正
美
杵

し
か
し
そ
の
思
想
的
よ
り
ど
こ
ろ
は
評
者
を
含
め
て
意
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
。

本
書
は
第
一
部
の
テ
キ
ス
ト
編
と
第
二
部
の
医
学
思
想
編
と
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。

著
者
の
い
う
「
古
書
醤
言
』
の
現
伝
本
は
、
吉
益
南
涯
と
北
洲
と
に

よ
る
校
正
後
に
文
化
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
古
書
筈
言
」
で
あ
り
、
一

方
で
は
東
洞
氏
自
筆
と
さ
れ
る
順
天
堂
大
学
所
蔵
の
山
崎
文
庫
本
が
あ

る
。
そ
の
間
の
異
同
を
主
に
論
じ
た
も
の
が
第
一
部
の
テ
キ
ス
ト
編
で

あ
る
。
資
料
批
判
を
展
開
す
る
著
者
の
筆
致
は
鮮
や
か
に
読
者
の
興
味

を
つ
な
ぎ
、
資
料
の
引
用
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
も
ま
っ
た
く
苦
に
な
ら

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

本
書
の
白
眉
が
第
二
部
の
医
学
思
想
編
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
古
書
書

言
』
に
引
用
さ
れ
た
中
国
の
典
籍
を
た
ど
る
こ
と
で
吉
益
氏
の
古
典
解

釈
を
掛
酌
し
、
氏
の
医
学
思
想
の
形
成
過
程
を
追
体
験
し
よ
う
と
す
る

意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
吉
益
氏
は
単
純
に
伝
統
医
学

理
論
を
全
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
吉
益
氏
の
人
間
的
な

苦
労
す
ら
か
い
ま
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
時
代
を
率
い
た
革
命

的
な
思
想
家
に
共
感
し
つ
つ
そ
の
歩
み
を
跡
付
け
る
と
い
う
手
法
は
、

こ
の
孤
独
な
漢
方
家
の
雄
姿
を
立
体
的
に
読
者
に
伝
え
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。

本
書
の
ご
と
く
吉
益
東
洞
氏
の
思
想
を
正
面
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す

る
正
統
的
な
研
究
の
出
現
を
歓
迎
し
た
い
。
医
学
教
育
に
漢
方
医
学
が

組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
な
壮
挙
は
、
発
端
を
よ

く
よ
く
た
ど
れ
ば
ほ
か
で
も
な
い
吉
益
東
洞
氏
と
そ
の
思
想
に
行
き
着


